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法学会記事・民事法研究会記事

jl雑 1!

!!報;l北
海
道
大
学
法
学
部
法
会
記
事

(
昭
和
三
十
七
年
三
月

t
七
月
)

一
、
三
月
三

O
日
〈
金
)

O
「

r
z
g
w
t
H
d叩
ω
R
5
2
8
0同
国

v
o
E
g
回
二
宮
〉
2
2曲目。ロ

え
の
00同
常

国

同

」

の

書

評

報

告

者

小

川

晃

一

二
、
五
月
二
五
日
〈
金
)

O
ヨ
l
ロ
ッ
バ
を
さ
さ
え
る
も
の

一
一
一
、
六
月
二
二
日
〈
金
)

O
ロ
シ
ア
の
身
分
制
議
会
に
つ
い
て

四
、
七
月
一
三
日
〈
金
)

O
大
学
管
理
法
に
つ
い
て

五
、
七
月
二
七
日
ハ
金
)

O
刑
罰
の
権
衝
論

O
大
学
管
理
問
題
に
つ
い
て

六
、
七
月
三
一
日
(
火
)

O
大
学
管
理
問
題
に
つ
い
て

，-、司、，

望
者

望
者

報
告
者

失，鳥

田山暮

俊成f与

北
海
道
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会
記
事

(
昭
和
二
一
七
年
四
月

t
七
月
〉

隆

て
四
月
一
三
日
(
金
)
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

O
民
法
第
七
六
二
条
第
一
項
の
憲
法
第
二
四
条
適
否
、
所
得
税
法
が
夫
婦

の
所
得
を
A
口
算
折
半
し
て
計
算
す
る
こ
と
に
し
て
い
な
い
こ
と
の
適
否

(
昭
和
三
六
年
九
月
四
日
判
決
民
集
一
五
巻
八
号
二

O
四
七
頁
)

浅

見

公

子

O
民
法
第
八
一
四
条
第
一
項
第
三
J
{

つ
の
法
意
、
縁
組
を
継
続
し
難
い
重
大

な
事
由
が
あ
る
と
決
め
ら
れ
た
事
例
等
(
昭
和
三
六
年
四
月
七
日
判
決

民
集
一
五
巻
四
号
七

O
六

頁

)

中

川

良

延

O
供
託
金
額
の
不
足
が
弁
済
提
供
お
よ
び
供
託
の
効
力
に
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
事
例
、
売
渡
担
保
の
目
的
物
返
還
不
履
行
に
よ
る
損
害
額
算
定
の

時
期
(
昭
和
三
五
年
二
一
月
一
五
日
判
決
民
集
一
四
巻
一
四
号
三

O

六
O
頁

)

半

田

正

夫

二
、
四
月
二
七
日
(
金
)
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

。
小
切
主
義
出
の
代
理
権
消
滅
後
の
手
形
振
出
と
本
人
の
責
任
、
手
形
の

受
取
人
に
表
見
代
理
の
成
立
す
る
場
合
と
所
持
人
に
対
す
る
本
人
の
責

任
(
昭
和
三
五
年
一
一
一
月
三
七
日
判
決
民
集
一
四
巻
一
四
号
三
二
三

頁

)

石

周

満

O
有
価
証
券
を
有
し
な
い
で
す
る
売
付
委
託
の
効
力
、
企
業
再
建
整
備
法

に
い
わ
ゆ
る
第
二
会
社
設
立
前
に
お
け
る
右
会
社
株
式
買
受
櫛
付
委
託

契
約
の
効
力
(
昭
和
三
五
年
一
二
月
一
六
日
判
決
民
集
一
四
巻
・
一
四

人雄

同ミ
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、戸、
、ー

号
三

O
八

三

頁

)

藤

原

雄

三

。
証
券
業
者
の
外
務
員
に
つ
き
労
幼
基
準
法
第
二

O
条
の
適
用
が
な
い
と

さ
れ
た
事
例
(
昭
和
三
六
年
五
月
二
五
日
判
決
民
集
一
瓦
巻
五
号
一

三

一

三

頁

)

佐

保

雅

子

三
、
五
月
四
日
(
金
)
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

。
契
約
解
除
に
基
く
原
状
回
復
義
務
の
履
行
不
能
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求

権
の
消
滅
時
効
の
起
算
点
(
昭
和
三
五
年
一
一
月
三
日
判
決
民
集
一

四

巻

}

三

号

二

七

八

一

頁

〉

五

十

嵐

清

0
・
自
筆
遺
言
書
の
日
付
・
署
名
・
捺
印
の
方
式
(
昭
和
三
六
年
六
月
二
二

日

判

決

民

集

一

五

巻

六

号

二

ハ

二

二

頁

)

石

川

恒

夫

。
株
式
会
社
設
立
発
起
人
組
合
代
表
者
が
設
立
後
の
会
社
の
当
業
準
備
行

為
と
し
て
な
し
た
土
地
の
買
入
れ
行
為
と
商
法
第
一
六
八
条
第
一
項
第

六
号
に
よ
る
定
款
の
記
歎
(
昭
和
三
六
年
九
月
一
五
日
判
決
民
集
一

五

巻

八

号

二

一

五

四

頁

)

平

出

慶

道

O
死
者
の
活
動
年
齢
期
の
算
定
、
労
的
基
準
法
第
七
九
条
の
補
償
と
民
法

第
四
二
二
条
、
民
法
第
七
一
五
条
の
使
用
者
責
任
の
認
め
ら
れ
る
事
例

(
昭
和
三
六
年
一
月
二
四
日
判
決
民
集
一
五
巻
一
号
三
五
頁
)

薮

亘

民事法研究会記事

四
、
五
月
一
一
日
〈
金
)
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

O
譲
渡
担
保
の
効
力
(
昭
和
三
六
年
八
月
八
日
判
決
民
集
一
五
巻
七
号

一

九

九

三

頁

)

坂

下

誠

O
裏
書
の
連
続
を
妨
げ
な
い
と
さ
れ
た
事
例
(
昭
和
三
六
年
三
月
二
八
日

判
決
民
集
一
五
巻
三
号
六

O
九

頁

)

小

林

克

彦

O
権
災
都
市
借
地
借
家
臨
時
処
理
法
第
二
条
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
借
地
権

夫

、
J 

に
借
家
法
第
六
条
の
適
用
が
あ
る
か
(
昭
和
三
六
年
三
月
二
四
日
判
決

民

集

一

五

巻

三

号

五

七

二

頁

)

宮

永

広

。
二
四
時
間
以
上
の
予
告
期
間
の
記
載
を
欠
く
書
面
に
よ
る
船
員
雇
入
契

約
の
解
除
申
入
の
効
カ
、
雇
止
手
当
ま
た
は
送
還
手
当
の
支
払
は
船
員

雇
入
契
約
解
除
の
効
力
発
生
要
件
か
(
昭
和
三
六
年
二
月
九
日
判
決

民

集

一

五

巻

二

号

一

八

九

頁

)

佐

保

雅

子

五
、
五
月
一
八
日
(
金
〉
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

。
賃
貸
人
の
承
諾
を
え
な
い
で
賃
借
物
の
転
貸
が
行
な
わ
れ
た
に
か
か
わ

ら
ず
契
約
の
解
除
が
許
さ
れ
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
た
事
例
、
右
の
場

合
に
お
け
る
賃
貸
人
の
転
借
入
に
対
す
る
家
屋
明
渡
請
求
の
許
否
(
昭

和
三
六
年
四
月
二
八
日
判
決
民
集
一
五
巻
四
号
一
一
一
一
一
一
員
〉

岸

田

昌

洋

O
連
合
国
軍
接
収
地
と
羅
災
都
市
借
地
借
家
臨
時
処
理
法
の
適
用
の
有
無

(
昭
和
三
六
年
四
月
三
五
日
判
決
民
集
一
五
巻
四
号
八
八

O
頁〉

曽

根

理

之

O
催
告
書
の
到
達
を
認
め
た
事
例
(
昭
和
三
六
年
四
月
二

O
日

判

決

民

集

一

五

巻

四

号

七

七

四

頁

)

神

岡

孝

夫

。
民
法
第
一
一

O
条
に
い
わ
ゆ
る
「
正
当
ノ
理
由
」
が
な
い
之
さ
れ
た
事

例
(
昭
和
三
六
年
一
月
一
七
日
判
決
民
集
一
五
巻
一
号
マ
頁
V

川

弁

健

六
、
六
月
}
臼
(
金
)
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

。
時
効
に
か
か
っ
た
譲
受
債
権
を
自
灼
債
権
と
し
て
相
殺
す
る
ζ

と
の
許

否
(
昭
和
三
六
年
四
月
一
四
日
判
決
民
集
一
五
巻
岡
号
七
六
四
頁
〉

藤

原

雄

三
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O
漁
業
免
許
当
時
設
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
漁
業
協
同
組
合
の
漁
業
法
第

一
四
条
第
四
項
第
七
項
に
よ
る
漁
業
権
共
有
請
求
権
の
有
無
(
昭
和
三

六
年
六
月
八
日
判
決
民
集
一
五
巻
六
号
一
五
三
三
頁
)

山

岳

正

男

O
民
法
第
二
三
四
条
の
規
定
は
土
地
の
賃
借
入
に
準
用
き
れ
る
か
(
昭
和

=
一
六
年
三
月
二
四
日
判
決
民
集
一
五
巻
三
号
五
四
二
頁
)

小

林

克

彦

O
い
わ
ゆ
る
網
廻
し
労
務
に
対
す
る
報
酬
金
債
権
と
短
期
消
滅
時
効
(
昭

和
三
六
年
三
月
二
八
日
判
決
民
集
一
五
巻
三
号
六
一
七
頁
)

宮

永

広

七
、
六
月
八
日
〈
金
)
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

O
請
負
契
約
の
目
的
物
の
壊
庇
修
補
に
代
る
損
害
賠
償
請
求
と
損
害
額
算

定
の
基
準
時
(
昭
和
三
六
年
七
月
七
日
判
決
民
集
一
五
巻
七
号
一
八

0
0頁
)

神

出

孝

夫

O
借
地
法
第
一

O
条
の
建
物
の
時
価
(
昭
和
三
五
年
一
二
月
二

O
日
判
決

民
集
一
四
巻
一
回
号
三
二
一
一

O
頁

〉

中

川

良

延

O
法
定
地
上
権
の
成
立
し
な
い
事
例
(
昭
和
三
六
年
二
月
一

O
日
判
決

民

集

一

五

巻

二

号

二

一

九

頁

)

一

薮

重

夫

O
労
災
法
一
九
条
に
基
ぎ
保
険
給
付
を
制
限
す
る
こ
と
は
労
仇
基
準
監
督

署
長
の
専
権
か
(
昭
和
三
五
年
一
一
月
一
日
判
決
民
集
一
四
巻
二
ニ

号

二

七

八

九

頁

)

佐

川

附

雅

子

八
、
六
月
一
五
日
(
金
)
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

。
中
間
裏
書
の
実
質
的
無
効
と
手
形
所
持
人
の
権
利
取
得
(
昭
和
三
一
六
年

六
月
二
三
日
判
決
民
集
一
五
巻
六
号
一
六
六
九
頁
)

，一，

藤

原

雄

コ

一

O
商
J

一7
変
更
に
関
す
る
株
主
総
会
の
決
議
前
に
新
商
考
の
も
と
に
振
り
出

さ
れ
た
約
束
手
形
に
つ
き
会
社
が
振
出
入
と
し
て
の
貨
を
負
う
と
き
が

た
事
例
ハ
昭
和
三
六
年
一

O
月
一

O
H判
決
民
集
二
皐
巻
九
母
二
二

八

一

頁

)

石

国

満

O
売
買
契
約
の
価
一
格
と
履
行
期
に
お
け
る
市
価
と
の
差
額
は
通
常
生
ず
ベ

き
損
害
と
い
え
る
か
〈
附
和
三
六
年
四
月
二
八
日
判
決
一
民
集
一
五
巻

四
号
一
一

O
五

頁

〉

半

回

一

正

夫

。
不
動
産
に
つ
き
甲
乙
丙
と
順
次
所
有
権
が
移
転
し
た
も

ωと
し
℃
順
次

所
有
権
移
転
登
記
が
な
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
各
所
有
権
移
転
行
為
が

無
効
で
あ
る
と
き
は
乙
は
丙
に
対
し
抹
消
登
記
請
求
権
を
有
す
る
か

(
昭
和
三
六
年
四
月
二
八
日
判
決
員
集
一
五
巻
四
一
一
号
一
二
三

O頁》

五

十

嵐

清

九
、
六
月
二
九
日
(
金
)
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

。
不
当
労
的
行
為
が
成
立
し
な
い
と
す
る
場
合
の
判
示
方
法
川
昭
和
三
六

年
四
月
二
七
日
判
決
民
集
一
五
巻
四
号
九
七
四
頁
V
佐

保

雅

子

、

C
手
形
仮
出
入
た
る
ゐ
荘
の
肩
書
地
が
登
記
簿
上
の
本
底
所
在
地
と
異
な

る
場
合
と
代
表
者
個
人
の
手
形
責
任
(
昭
和
三
六
年
一
月
二
四
日
判
決

民
集
一
五
巻
一
号
七
六
頁
V

神

田

孝

夫

。
抵
当
権
設
定
契
約
と
と
も
に
停
止
条
件
付
代
物
弁
済
の
本
契
約
を
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
る
か
(
昭
和
三
六
年
三
月
三
日
判
決
民
集
一
五
巻
=
一

号

三

五

四

頁

)

石

川

恒

夫

C
被
用
者
が
権
限
な
く
し
て
手
形
を
振
出
し
た
場
合
に
使
用
者
責
任
が
認

ゴヒ法 13 (2ゐ214)430
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め
ら
れ
た
事
例
(
昭
和
三
六
年
六
月
九
日
判
決

五
四
六
頁
)

一
O
、
七
月
六
日
(
金
)
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

O
民
法
第
六

O
二
条
の
期
聞
を
越
え
る
抵
当
建
物
賃
貸
借
の
抵
当
権
者
兼

競
落
人
に
対
す
る
効
力
(
昭
和
三
六
年
六
月
二
一
二
日
判
快
民
集
一
五

巻
六
号
一
六
八

O
頁

)

小

林

克

彦

。
登
記
の
欠
散
を
主
張
す
る
正
当
な
利
益
を
有
す
る
第
三
者
に
あ
た
ら
な

い
事
例
(
昭
和
三
六
年
一
一
月
二
四
日
判
決
民
集
一
五
巻
一

O
号
二

五

五

四

頁

)

川

刀

健

O
給
血
者
に
対
す
る
梅
毒
感
染
の
危
険
の
有
無
の
問
診
の
仰
ぶ
と
輸
血
に

よ
る
梅
毒
感
染
に
つ
い
て
の
医
師
の
過
失
責
任
(
昭
和
=
一
六
年
二

A
一

六

日

判

決

民

集

一

五

巻

二

号

二

四

四

頁

)

中

川

良

延

一
一
、
七
月
二

O
日
(
金
)
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

O
明
認
方
法
は
対
抗
力
の
存
続
の
要
件
か
(
昭
和
三
六
年
五
凡
六
日
判
決

民

集

一

五

巻

五

号

二

一

五

三

頁

)

半

間

正

夫

O
契
約
解
除
と
同
時
履
行
の
関
係
に
立
つ
反
対
給
付
の
履
行

ω提
供
の
時

期
ハ
昭
和
三
六
年
六
月
一
一
一
一
日
判
決
民
集
一
五
巻
六
号
一
六
五
一
一
員
)

菅

原

勝

伴

O
商
法
二
三
条
の
適
用
範
囲
ハ
昭
和
三
六
年
一
一
一
月
五
日
判
決
民
集
一

五

巻

一

一

号

二

六

五

二

頁

)

石

田

満

O
一
時
使
用
の
た
め
の
借
地
権
の
事
例
(
昭
和
三
六
年
七
月
六
日
判
決

民
集
一
五
巻
七
号
一
七
七
七
頁
V

岸
‘
田
昌
洋
一
!

民
集
一
五
巻
六
号

宮

、

不

広

J¥  

北
海
道
大
学
法
学
部
公
法
研
究
会
記
事

(
昭
和
三
七
年
三
月

t
七
月
)

一
、
三
月
二
日
(
金
)
判
例
研
五

。
行
政
庁
の
行
為
義
務
存
在
確
認
訴
訟
の
適
否
(
東
京
地
判
昭
和
三
六
年

八

月

二

四

日

判

例

時

報

二

七

一

号

四

頁

)

熊

本

信

夫

。
農
業
委
員
会
の
調
停
に
よ
っ
て
成
立
し
た
利
解
契
約
が
有
効
で
あ
る
た

め
に
は
農
業
委
員
会
に
右
訓
停
を
な
す
べ
き
職
務
権
限
が
あ
る
と
と
を

要
す
る
か
(
最
高
判
昭
和
三
六
年
八
日
刀
二
八
日
判
例
時
報
二
七
一
号

一
O
頁

)

神

谷

昭

O
叫
百
貨
地
処
分
に
よ
り
土
地
区
画
整
烈
組
合
の
取
得
す
べ
き
替
費
地
の
処

分
の
法
律
関
係
(
大
阪
地
判
昭
和
二
一
六
年
六
月
二
八
日
判
例
時
報
二

七

二

号

二

五

頁

)

深

瀬

忠

一

二
、
四
月
十
三
日
(
金
)
(
民
事
法
研
究
会
と
合
間
〉

一
二
、
五
月
十
八
日
(
金
)
判
例
研
究

。
既
存
の
公
衆
浴
場
営
業
者
の
営
業
上
の
利
益
は
単
な
る
許
可
の
反
射
的

利
益
に
す
ぎ
な
い
か
(
最
高
判
昭
和
一
二
七
年
一
月
一
九
日
判
例
時
報

二
九

O
号

六

頁

)

神

谷

昭

。
実
用
新
案
登
録
出
願
人
の
名
義
変
更
届
出
と
出
訴
期
間
の
遵
守
〈
最
高

判
昭
和
三
六
年
八
月
三
一
日
判
例
時
報
二
七
三
号
四
頁
)

中

村

陸

男

。
訴
願
裁
決
庁
を
被
告
と
し
て
訴
願
裁
決
と
原
処
分
の
取
消
を
併
せ
て
訴

求
す
る
こ
と
が
で
さ
る
(
東
京
地
判
昭
和
三
六
年
八
月
一
五
日
判
例
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時
報
二
七
四
号
九
頁
)

四
、
六
月
一
日
(
金
)
判
例
研
冗

O
公
安
調
査
官
の
調
査
活
動
を
不
当
と
し
て
こ
れ
を
弓
捕
掛
祭
し
た
事
件

の
上
告
審
判
決
〈
最
高
判
昭
和
三
六
年
九
月
一
四
日
判
例
略
報
二
七

七

号

四

頁

)

熊

本

信

夫

O
学
校
職
員
の
勤
務
評
定
規
則
の
取
消
変
更
に
つ
き
人
事
委
員
会
に
要
求

で
き
る
か
(
東
京
地
判
昭
和
三
六
年
一

O
月
五
日
判
例
時
報
ニ
七
七

号

一

八

頁

)

神

谷

昭

O
水
利
権
の
性
格
|
|
徳
川
時
代
に
開
設
さ
れ
た
濯
利
用
水
の
水
路
敷
の

所
有
関
係
(
東
京
地
判
昭
和
一
二
六
年
一

O
月
二
四
日
判
例
時
報
二
七

八

号

四

頁

)

深

瀬

忠

一

五
、
七
月
六
日
(
金
〉
判
例
研
究

O
地
方
公
務
員
法
施
行
前
の
期
限
付
任
用
の
同
法
施
行
後
の
効
力
(
仙
台

高
判
昭
和
三
六
年
八
月
二
三
日
判
例
時
報
二
七
八
号
一
五
頁
)

中

村

陸

男

O
在
監
者
の
基
本
的
人
権
(
湾
地
判
昭
和
三
六
年
一

O
月
二
一
日
判
例

時

報

二

七

九

号

六

頁

)

今

村

成

和

O
抵
当
権
者
に
配
当
す
べ
き
公
売
代
金
が
誤
っ
て
滞
納
国
税
に
充
当
さ
れ

た
場
合
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
消
滅
時
効
期
間
(
東
京
高
判
昭
和

三
六
年
一

O
月
一
一
日
判
例
時
報
二
七
九
号
一
一
頁
)

熊

本

今

会法研究会記事・政治学研究会記事

J¥， 

4 

J付

i氏

和

信

夫

北
海
道
大
学
法
学
部
政
治
学
研
究
会
記
事

ハ
昭
和
三
七
年
四
月

t
七
月
〉

て
四
月
二
八
日
ハ
土
)

O
神
島
二
郎
「
近
代
日
本
の
精
神
構
造
」
の
書
討

報
告
者

松

沢

二
、
五
月
一
二
日
(
土
)

。
北
海
道
農
民
間
盟
に
お
け
る
政
治
的
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
に
つ
い
て

報

告

者

富

田

容

. 
冶、

弘

陽
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